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博士論文審査結果の要旨 

 
論文題目： 公的部門の効率化のインセンティブ 

―日本の地方自治体と公企業― 
              
氏名： 小林 克也 
 
 本論文は、公共部門、特に日本の地方自治体と公的企業に関して、重要だがしばしば

見過ごされがちな効率化のインセンティブという側面に焦点をあてて理論分析を行っ

た意欲的な論文である。その中でも特に、地方自治体や公的企業が行う技術革新や経営

効率化のインセンティブが、さまざまな制度設計の仕方によって、どのように影響を受

けるかという点が議論されている。より具体的には、過去の文献を丁寧にサーベイした

後で、分権的な制度となった場合に、地方自治体に運営を効率化させようというインセ

ンティブがどこまで働くかを、住民移動等も考慮して厳密に分析している。また、中央

政府と地方自治体間の主要な移転制度である地方交付税が地方自治体の効率化インセ

ンティブにどのような影響があるかを検討している。さらには、官僚の天下りがもたら

す社会的費用についてもホールドアップ問題という概念を用いて議論している。 
このような問題は、現実の制度設計や地方分権のあり方を考えていくうえでは、とて

も重要な課題であり、その点を厳密な形で理論分析を行っている点で本博士論文は高く

評価されよう。 
本論文の構成は以下のようになっている。 

 
第一章 概観   
 
第二章 The incentive for reducing the expenditures in local governments and 

resident migration (地方自治体の技術革新のインセンティブと住民移動) 
 
第三章  地方交付税制度と地方自治体の財政運営 
                 ―裁量的財源がもたらすソフトな予算制約― 
 
第四章  官僚の天下りがもたらす費用  
 
 なお、第三章の基となった論文は、『国民経済』という査読つきの雑誌に、第四章の

基となった論文は、『研究年報経済学』という査読つきの雑誌に掲載されている。 
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各章の内容の要約・紹介 
 各章の内容を要約・紹介すると以下のようになる。 
 まず、第一章では、本論文全体を通ずる問題意識の概観が行われており、重要な問題

点となるポイントの説明と過去の文献のサーベイが行われている。本博士論文の基本的

な問題意識は、地方分権のあり方はどのようにあるべきかという点にある。従来、日本

の財政システムはかなり中央集権的であったが、効率的な政府の構築をはかるために、

現在地方分権が推し進められている。しかし、地方自治体への権限委譲が本当に効率的

な政府の構築につながるのかどうかは、慎重な理論分析が必要であると主張されている。 
 第一章では、このような問題意識に基づいて、（１）外部性や情報の非対称性を視点

とした政府内部のガバナンスに関する分析、（２）垂直的および水平的政府関係に関す

る分析、（３）ソフトな予算制約の問題に関する分析、の三つに分けて過去の文献サー

ベイを行っている。 
（１）の点については、外部性が発生する場合にはピグー税は完全情報下でも必ずし

もパレート効率的な資源配分が達成できないことを示した論文が紹介され、政府と企業

との間に情報の非対称性が存在する場合の政府調達の問題や望ましい政治機構のあり

方等についての文献が紹介されている。 
（２）については、地方自治体と中央政府の間に、あるいは地方自治体間で戦略的な

関係が存在する場合に、効率性が達成されるのかどうかについて文献が紹介され、議論

が説明されている。また、（３）については、地方自治体と公的企業について、たとえ

ば中央政府による補助金制度があると地方自治体が過剰な支出を行ってしまうなどの

ソフトな予算制約問題が生じるとし、それらについての文献が紹介されている。 
これらの文献は、いずれも第二章以降で本論文が詳細に検討している問題と密接に関

連するトピックスを取り上げているものであり、文献サーベイであると同時に第二章以

降に対する適切なイントロダクションになっている。 
 第二章では、第一章で行われた問題意識の提示を受けて、地方自治体の費用削減イン

センティブの問題を扱っている。地方自治体においても、さまざまな工夫をすることに

よって、公共投資の効率性を高め、より少ない支出で投資を行うことが可能になる。本

章で焦点をあてているのは、このような費用削減努力のインセンティブがどのような要

因によって影響を受けるのか、そしてそれが最適なものになりうるのか、という問題で

ある。 
この章では、地方間で住民移動が起こる可能性を明示的に考えたうえで、費用削減努

力のインセンティブを考えている。地方間での住民移動の可能性は、地方財政の研究分

野では重要なセットアップであるが、費用削減インセンティブも合わせて考えることに

より、モデルはより含意のあるものになっている。 
結果としては、そもそも人口過密地域の地方自治体の場合には、費用引き下げのイン

センティブが常にあるとは限らないことが示されている。また、パレート効率的な努力
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水準が均衡となる十分条件も示されており、一般的な命題にも応える構成になっている。 
第三章では、地方交付税が地方自治体に対して「ソフトな予算制約」の問題を生じさ

せているのか理論的に検討している。ここで、ソフトな予算制約とは、地方自治体が財

政破たんに直面した場合には中央政府による救済が行われることを事前に予測すると、

地方自治体の財政運営が非効率的になってしまう問題である。 
本章の特徴は、たとえ中央・地方ともに社会厚生最大化を目的とする「善意の政府」

の場合でも、ソフトな予算制約の問題が発生することを明らかにしたことである。 
また、事前に中央政府の財源を最低限なものに絞ったとしてもソフトな予算制約の問

題は回避されないことが示されている。さらに、中央政府の裁量的財源が大きいほど地

方の努力に対するインセンティブは阻害されることも示されている。 
第四章では、官僚の天下りがもたらす社会的費用について、ホールドアップ問題とい

う概念を用いて分析を行っている。一般に天下りを受け入れているような公的企業では、

政府が補助金を投入しなければ経営が困難になるという構造も持っている。 
この点を考えると、政府と公的企業とは、補助金支給と天下りの受け入れという取引

契約を暗黙に行っていると解釈することができるとこの章は主張している。その結果、

受け入れ先の生え抜き従業員は経営者として本来得られる利得を、天下り役員に取られ

てしまっている。これは、受け入れ側企業の従業員の経営努力インセンティブを低下さ

せるというホールドアップ問題が生じているというのが、この章の基本的なメッセージ

である。 
 さらに本稿の理論モデルを裏付ける事例として、付録で静岡市の事例が紹介されてい

る。これは、自治体が天下りを受け入れる代わりに、官僚は予算の裁量を使って優先的

に建設予算を配分しているという新聞記事の事例であり、本章で議論されている理論モ

デルにかなり整合的な内容になっている。 
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論文の評価 
 本論文がとりあげたテーマは、わが国の財政や地方自治の問題を考えていくうえで非

常に重要なトピックスであり、また、学術的にも、国際的にみて注目度の高い研究分野

である。したがって、本論文のテーマは、学術的にみてもあるいは実態経済の面からみ

ても、重要性の高いものであり、それに対して、正面から取り組んだ本論文の分析は高

く評価できる。 
 より具体的には以下の点について本論文には独創的な貢献が認められる。まず、第一

章については、効率化のインセンティブという切り口から、今までの地方財政あるいは

地方自治体に関する研究を手際よくまとめた的確なサーベイが行われている。そこでは

地方自治体にとっては、そもそも資源をより効率的な活用しようというインセンティブ

がどの程度あるのか、また中央政府と地方自治体との関係はそのインセンティブに対し

てどのような影響を与えるのか、あるいは公的企業の場合には、効率化のインセンティ

ブはどのようになるか等、現在の地方分権の問題を考えるうえで重要なポイントが議論

されており、それらの問題に関する適切なサーベイが行われている。 
第二章は、本博士論文の中心的な章であり、地方自治体の費用削減インセンティブと

いう問題を軸に詳細な理論分析が行われている。住民の地域間移動も考えたうえで、こ

のような費用削減インセンティブの問題を考えることは、極めて現実的かつ学術的にも

重要な研究課題である。が、多様な問題がそこに含まれてしまうため、理論モデルがど

うしてもかなり複雑になってしまう。本章では、この点をうまく解消して理論モデルを

組み立てており、手際よく結論を導いている。この点は、本博士論文の重要な貢献のひ

とつと考えられる。 
また得られる結論は、地方自治体がどのような目的関数を持って行動をしているのか、

あるいはどのようなタイミングで意思決定が行われるのかに応じてかなり変わってく

る可能性がある。この点についても本論文は詳細かつ緻密な検討を行っており、この問

題に関して一般的な含意が得られるような論文構成になっている。 
第三章では、地方交付税とソフトな予算制約という、現在のわが国にとって重要な問

題に関しての理論研究が行われている。一般的には、潤沢に交付金を与えてしまうと財

政規律を緩めてしまうという論理は極めて直観的なものであろう。しかし、効率性改善

のための努力水準の選択や、国家公共財、地方公共財の供給を明示的に考えた場合に、

地方交付税がどのように公共財供給やインセンティブに影響を与えるのかは、まったく

自明なことではない。本章は、この点を厳密な形で理論分析を行っており、高く評価さ

れるべきポイントであろう。 
地方交付税のような裁量的補助金は、たとえ中央政府や地方自治体が全て社会厚生最

大化を目的としている場合でも、地方自治体にソフトな予算制約の問題を生じさせると

いう結論は、裁量的補助金の問題点を鋭くし指摘している点においても、意義のある結

論である。また、この理論分析から導かれる現実的な解決策も検討しており、この点に
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おいても、本章の分析は重要な貢献をしていると考えられる。 
第四章では、官僚の天下りがもたらす費用を考察しているが、政府と天下り受け入れ

企業との間の暗黙の長期的取引契約関係として捉えている点に大きな特徴がある。この

ように捉えることによって、企業内で得られるレントの配分が天下りによってどの程度

歪められているかを理論的に分析することが可能になる。その結果、受け入れ側の経営

努力が低下するというホールドアップ問題が生じることを明らかにしているが、この点

についても、天下りの問題点のひとつを浮かび上がらすことに成功しているという点か

ら評価できるものだろう。 
 このように本博士論文は地方自治体の問題や公的企業の問題を理論的に厳密な形で

分析を行った優れた博士論文であるが、改善しうる点が、残されていないわけではない。

まず現実との対応関係をより明確にすることあるいはこの理論的結果を利用した実証

的分析を行っていくことは、この論文で得られた結論をより説得的にしていくうえで必

要なことであろう。たとえば、第四章で議論されているようなホールドアップ問題によ

り経営インセンティブの低下が実際にどの程度おきているのか実証的に検証していく

ことは、困難ではあるが重要な課題であろう。また、理論的結論の頑健性についても、

もう少し検討の余地はある。たとえば第二章で行われている理論分析は、かなり複雑な

構造を持った理論モデルによって導かれているものであるが、さまざまな検討を行って

おり、ここで得られた結論がある程度一般性をもつことは明らかにされている。しかし、

モデルの設定を変えた場合にどの程度結論が有効なのかはやはり、にわかには判断しに

くい。よって、より一般的なモデルで検討を行い、得られた結論の頑健性をさらに確か

めていく作業は意義のあるものだろう。しかしながら、これらの点はいずれも今後の更

なる研究の発展を示唆するものであり、本論文の価値を損なうものではないと考えられ

る。 
 以上の点により、審査委員は全員一致で本論文を博士（経済学）の学位授与に値する

ものであると判断した。 
 
 

            審査委員（主査）柳川 範之        

井堀 利宏  
                               松井 彰彦 

松村 敏弘        

澤田 康幸  
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